
公表様式③ 

  令和５年３月２４日公表 

パブリックコメント手続の実施結果について 

 

下記の案件について、市民の意見を募集するパブリックコメント手続を行なったところ、次の

とおりご意見をいただき、ご意見に対する結果（意見の概要と市の考え方）をまとめましたので、

お知らせします。（なお、意見募集案件以外のご意見は公表いたしません。） 

今後は、提出のあったご意見をもとに、市の条例案を決定し、令和５年６月市議会提案し、議

会で審議されることになります。 

 

 

◆ パブリックコメント手続の実施 

対象案件 富良野市文化芸術基本条例について 

意見募集期間 令和５年２月１５日 から 令和５年３月１５日  まで 

担当部署（問合せ先） 市民生活部コミュニティ推進課 （電話 0167-39-2311）   

意見提出件数 

意見提出者数 １人  

意見提出件数 ５件  

 

◆ パブリックコメント手続の結果（市民意見提出手続の結果） 

提出のあった意見の概要（すべて原文のまま） 
市の考え方 

（原案を修正したときは修正内容） 

どの条例の条文に該当するのか分からないが現

在富良野市の文芸面に於いて危機的状況にある

こと御存知でしょうか？ 

現在富良野市の文化協会では文芸系で団体とし

て加盟しているのは俳句 1団体と書道 1団体の計

2 団体のみで後は 1 個人加盟のみです。俳句だけ

で新聞発表等を見ると富良野にはフォト俳句を

含めると 5団体あります。他に和歌、詩、水墨画、

陶芸、絵手紙等々の団体もあるようですがどの団

体も過って加盟していたが髙齢化を理由に次々

と抜けて云ったが会そのものはあり新聞等への

投稿活動は続け図書館まつりなどへは作品展示

しています。 

条例では次世代への継承、持続等々の言葉並ん

でいますが、先に挙げた団体はいずれも会を維持

する会計責任者を決めようと思っても決められ

ず、また会の例会以外に文化協会の総会などほと 

んどが夜しか行われないので高齢者には務めを

果たせない等の問題あるのです。 

委員の方々には是非こうした団体や会の存続

継続について来て貰ったり出掛けたりして話な

いただいたご意見を各文化協会、文化振興会

に情報提供し課題を共有します。 



  

ど聞かれてはどうでしょうか。一度消えてしまう

と復活に何倍ものエネルギーが必要となり大変

な思いがするはずどうか検討して見て下さい。 

 

富良野市にはスポーツと文化の分野で市スポ

ーツ功労、文化功労として毎年表彰を団体、個人

でしていますがスポーツと文化同じ部署で扱い、

そして同じ市の功労賞なのに違うこと御存知で

すか。スポーツでは問題聞いたことありませんが

文化面では閉鎖的な面が露呈し対外的にも悪く

云えば呆れられています。限られた範囲で選考し

ているので全道的に評価の高い方が漏れて誰か

らも推薦されず亡くなってしまったり、直近に亡

くなった方を同じ市功労賞なのにスポーツ功労

賞では認められ文化功労賞では認められないこ

とに対してです。市民生活部コミュニティ推進課

も改める意思はあるようですが遅々として進ま

ないし形が出来た時には対象となる方が亡くな

っていたなどの事ないようにお願いします。 

富良野市文化団体協議会表彰規定の改正につ

いては、富良野市文化団体協議会と十分に協

議いたします。 

年少者の育成や環境整備は勿論ですが障がい者

の方々の参加スポーツがある様に、今後の高齢化

時代に富良野から他の地域より指導者いるので

すから認知症方々でも参加できる、車椅子、杖歩

行の方でも参加できる演劇など文化面について

どうなのでしょうか？ 

聞くところでは先進的いくつかの都市では障が

い者や認知症の方が一人ひと言二言話す劇と云

うかコントと云うかそうした取り組みが好評を

得ていると聞いています。多くのグループホーム 

や介護施設に参加して頂けると面白い取り組み

になると思います。閉鎖的に閉じ籠ってないで社

会と連帯する取り組み楽しいと思います。 

デイサービスに通っている方々が道路を保育士

さんと歩いている幼児を群がって楽しそうに見

ていますが、顔は輝いて生き生きしています。障

がい者も介護受けている者も社会と関わること

が大事と思うし健幸都市富良野の進むべき道と

思います。これまでと違った発想必要と思ってい

ます。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

条例案でも、第 11条で、演劇の持つ「創る」

「育む」「癒す」力を発揮させ、地域の幸福度

を高めるための環境整備や人々の交流を支援

すると規定しており、今回のご意見は大切な

取り組みと認識しております。    

今後の施策の中で検討させていただきま

す。 

富良野にも外国人の方多くなっていますが我々

市民が外国文化、習慣、ルールについてよく知り

ません。そうしたことを学び、知る機会のきっか

け必要と思うのですが。食文化紹介など老若男女 

だれもが参加し易いと思います。未知の食文化、

マナー、食習慣に触れることは理解されたり、し

たりどうでしょうか。ホスピタリティーは誰もが

参加され易い食文化からどうでしょうか。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

条例案の基本理念にも、市民や市を訪れる

人々が相互に理解を深め、持続可能な地域社

会を作ると掲げており、今回のご意見は大切

な取り組みと認識しております。 

今後の施策の中で検討させていただきま

す。 

「屋上屋を架す」様に委員会を新たに設置したり

しても市指導部署の人員が増えるのでなければ

意味ないと思うし求めるものが遅れるだけだと

思うし、更に単なる言葉の言い回しの訂正でなく 

ご期待に沿えるよう、条例制定に向けて作業

を進めてまいります。 



  

多くの団体では高齢化に必死に耐えているので

早急に魂の籠った条例期待しています。 

 

北海道発祥と云われるゲートボール、パークゴル

フ、ふまねっとなど有名ですが同じくこれぞ富良

野発の文化ですと云えるもの期待しています。 

ご期待に沿えるよう、今後も富良野らしい文

化芸術の推進を図ってまいります。 

  

 

 

□ 広報紙   月号への掲載 

■ 市のホームページへの掲載（掲載日３月２４日） 

 


